
自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

こ
こ
ち
よ
い
空
の
も
と
友
と
の
語
ら
い
桜
満
開     

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

会
話
が
弾
む
道
端
の
女
二
人
に
春
の
陽
ざ
し

　

 

　

 

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

山
菜
の
宝
庫
う
れ
し
い
か
ぎ
り
山
の
暮
ら
し

　
　

  

茶
　屋
　木
山
　輝
子

山
椒
の
香
に
誘
わ
れ
一
人
の
ば
ら
寿
司
盛
る

　
　 生
　山
　渡
邊
　圭
子

散
歩
し
な
が
ら
わ
ら
び
一
握
り
の
道
草

　
　
　
　 茶
　屋
　木
山
　操
子

春
の
風
い
ろ
〳
〵
な
思
い
の
せ
心
地
よ
い

　
　
　

 

宝
　谷
　長
尾
　智
惠

土
竜
脅
し
が
く
る
く
る
と
畠
の
春
が
始
動
す
る

　
  

茶
　屋
　小
林
　道
子

福
寿
草
に
春
を
先
取
り
さ
れ
た
野
の
花
々
負
け
ず
に

　 

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

平
地
の
温
も
り
あ
り
あ
り
と
一
足
先
に
開
花
の
便
り

　

  

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

誰
ぞ
見
ん

　雨
に
煙
る
る

　花
蘇
枋

　
　
　
　
　

  

萩
　原
　岡
本
　健
三

朝
窓
や

　ほ
の
か
に
匂
う

　春
の
庭

　
　
　
　
　

  

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

野
菜
市

　一
場
所
占
め
る

　土
筆
か
な

　
　
　
　

  

宮
　内
　田
邊
登
志
美

咲
き
み
ち
て

　さ
び
し
空
き
地
の

　雪
柳

　
　
　

  

宮
　内
　舩
越
　裕
子

た
ん
ぽ
ぽ
や

　友
の
便
り
は

　赤
バ
イ
ク

　
　
　

  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

さ
か
ら
え
ぬ

　赤
紙
と
ど
き

　春
ふ
る
え

　
　
　

  

　霞
　
　渡
邊
　文
照

よ
き
知
ら
せ

　桜
並
木
で

　ハ
イ
ポ
ー
ズ

　
　
　

  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

風
吹
か
ば

　山
の
嵐

　か
す
む
畑

　
　
　
　
　
　

  

萩
　原
　金
谷
　松
代

春
告
げ
て

　鉄
穴
の
里
は

　井
手
さ
ら
え

　
　
　

  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

米
子
城
往
時
を
忍
ぶ
石
垣
の

　
　規
模
の
偉
大
さ
歴
史
の
重
み

宇
宙
よ
り
光
の
球
が
舞
い
降
り
る

　
　コ
ロ
ナ
退
治
の
シ
グ
ナ
ル
乗
せ
て

下
石
見
　浅
川
　三
郎

早
出
づ
る
小
ぶ
り
の
タ
ケ
ノ
コ
二
本
採
り

　
　初
物
食
し
旬
を
楽
し
む

五
月
晴
れ
藤
色
そ
ま
る
神
宮
寺

　
　嬉
々
と
集
り
て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

上
石
見
　福
田
　輝
之

半
世
紀
前
の
映
画
に
魅
せ
ら
れ
て

　「
ひ
ま
わ
り
」
蒔
き
ぬ
憲
法
記
念
日

『
戦
争
は
女
の
顔
を
し
て
い
な
い
』

　
　ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
読
み
直
す
初
夏

神
戸
上
　久
代
　安
敏

ネ
ッ
ト
囲
碁
見
え
ぬ
相
手
に
這
う
マ
ウ
ス

　
　パ
ソ
コ
ン
に
ら
み
悪
戦
苦
闘

湯
　河
　山
田
　司
郎
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る

手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、

手
話
を
見
か
け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２

回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
手
話
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　５
日
（
日
）
・
19
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

６
月
の
日
程

「
梅
雨
」

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

若　月　静　子　  100歳　　　 笠　木
白　根　九　一　　 94歳　　　 菅　沢
赤　木　縫　子　　 88歳　　　 宮　内
木　村　長　壽　　 91歳　　　 宮　内
西　村　清　惠　　 97歳　　　 上石見
秦　　　篤　美　　 84歳　　　 印　賀
坪　倉　幸　子　　 89歳　　　 福万来
古　都　眞　澄　　 84歳　　　 折　渡
（令和４年４月16日～令和４年５月15日受付分）

令和４年４月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,929 （＋  4）  ■人 口  4,215 （＋  3）
■    男 2,004 （＋  4）  ■　  女  2,211 （ −  1）

小指と薬指を折って
「七」をつくり左か
ら右へ空を見上げ大
きくゆっくり孤を描く

親指と人差し指の先を
つけて梅の形を表し口
の下に指をあててその
ままこめかみにあてる

両手で雨が降ってい
る様子を示し上から
下へ２回下ろす

「
虹
」

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 
さ な

え な

か

ご誕生おめでとうございます

山　本　紗　愛　   征　太　　　菅　沢

蘆　尾　いち果　   将　也　　　　霞

西　村　慧　那　   伸　也　　　生　山


